
素
　
描

高
　
津
　
邦
　
英

駕
　
籠
　
町

五
中
が
焼
け
た
の
が
四
月
一
三
日
で
あ
る
こ
と
を
去
年
、
石
田

雅
男
（
以
下
敬
称
略
）
か
ら
初
め
て
聞
い
た
。
そ
の
後
、
米
軍
発

表
の
資
料
で
再
確
認
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
三
日
深

夜
二
三
時
か
ら
空
襲
が
始
ま
り
、
例
の
四
発
爆
撃
機
の
数
は
三
五

二
と
あ
る
。
豊
島
区
の
ほ
か
板
橋
、
王
子
、
四
谷
、
渋
谷
な
ど
が

襲
わ
れ
た
。

石
田
は
親
切
な
人
物
で
、
五
中
に
入
っ
て
間
も
な
く
の
頃
、
一

A
の
私
た
ち
数
人
を
巣
鴨
の
ト
ゲ
抜
き
地
蔵
へ
案
内
し
て
く
れ
た
。

後
の
名
狂
言
師
、
野
村
万
作
も
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。
自
宅
に
ま
で

招
い
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
岡
本
一
平
全
集
を
初
め
て
見
た
。
少
々

き
わ
ど
い
絵
が
あ
っ
た
。
一
平
は
、
か
の
子
の
夫
で
あ
り
、
岡
本

太
郎
の
父
親
で
あ
る
。
当
時
は
「
隣
組
」
の
唄
の
作
詞
者
と
し
て

も
有
名
で
あ
っ
た
。

私
は
ま
だ
御
茶
の
水
界
隈
の
駿
河
台
に
い
た
。
愛
知
県
へ
の
疎

開
が
決
ま
り
、
一
年
生
修
了
の
書
類
を
担
任
の
成
田
さ
ん
か
ら
受

け
取
っ
て
い
た
。
た
だ
汽
車
の
切
符
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
い
わ
ば
　
「
疎
開
浪
人
」
　
で
あ
っ
た
。

駕
篭
町
か
ら
巣
鴨
へ
抜
け
る
都
電
を
使
っ
て
、
板
橋
の
軍
需
工



場
に
勤
め
て
い
た
父
親
か
ら
五
中
焼
失
を
聞
い
た
。
翌
一
四
日
か

一
五
日
か
、
駆
け
つ
け
る
と
い
う
気
持
ち
で
家
を
出
た
。

校
舎
は
焼
け
落
ち
、
二
階
建
て
の
講
堂
だ
け
が
、
煤
だ
ら
け
の

外
壁
を
残
し
て
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
。
わ
き
を
抜
け
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
へ
向
か
う
足
が
す
く
ん
だ
。
直
径
数
メ
ー
ト
ル
の
す
り
鉢

状
の
穴
が
掘
ら
れ
、
一
抱
え
も
あ
り
そ
う
な
不
発
弾
が
斜
め
に
突

き
さ
さ
っ
て
い
た
。
周
囲
に
何
人
か
の
顔
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

「
一
ト
ン
爆
弾
か
な
あ
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
。

当
時
は
物
理
、
化
学
、
生
物
は
ま
と
め
て
「
物
象
」
と
い
う
耳

な
れ
な
い
科
目
に
な
っ
て
い
た
。
物
象
担
当
の
田
中
さ
ん
は
、
短

く
刈
り
あ
げ
た
細
お
も
て
そ
の
ま
ま
に
、
エ
ッ
グ
と
い
う
愛
称
で

あ
っ
た
。
黒
板
に
、
日
米
独
英
の
軍
用
機
の
機
影
を
措
い
た
。
一
番
重
い

爆
弾
は
一
ト
ン
で
あ
り
、
焼
夷
弾
に
は
油
脂
、
黄
燐
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ン
の
三
種
類
が
あ
る
と
も
教
え
て
く
れ
た
。

黄
燐
の
実
験
が
印
象
深
い
。
こ
の
危
険
な
物
質
は
空
気
中
で
自

然
発
火
す
る
。
水
を
満
た
し
た
小
瓶
の
底
に
、
黄
色
く
サ
イ
コ
ロ

状
に
沈
ん
で
い
た
。

手
順
は
忘
れ
た
が
、
少
量
を
濾
紙
に
塗
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
ヒ

モ
を
張
っ
て
、
洗
濯
ば
さ
み
で
一
枚
ず
つ
つ
る
し
て
い
っ
た
。
遠

巻
き
に
見
守
る
う
ち
、
や
が
て
二
〇
枚
ほ
ど
の
濾
紙
が
乾
燥
し
、

い
っ
せ
い
に
白
い
炎
を
あ
げ
た
。

理
科
室
の
背
後
の
壁
に
、
元
素
の
周
期
表
が
貼
っ
て
あ
っ
た
。

最
後
が
ま
だ
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
時
代
で
あ
る
。
「
隣
り
の
理
化
学
研

究
所
で
は
、
仁
科
芳
雄
博
士
が
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
爆
弾
を
研
究
中
で
あ

る
。
た
だ
し
こ
れ
は
極
秘
だ
」
と
エ
ッ
グ
氏
は
声
を
ひ
そ
め
た
。
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
一
年
前
で
あ
る
。

駿
　
河
　
台

私
が
住
ん
で
い
た
駿
河
台
は
、
一
度
の
被
弾
も
な
か
っ
た
。
理

由
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
憶
測
が
あ
る
が
、
真
偽
は
不
明
で
あ
る
。

夜
襲
の
恐
怖
は
味
わ
っ
た
。
防
空
頭
巾
を
か
ぶ
っ
て
御
茶
ノ
水

の
橋
へ
出
た
。
近
所
の
男
女
も
集
ま
っ
て
来
た
。
家
に
い
る
の
が

怖
ろ
し
い
の
で
あ
る
。

三
月
一
〇
日
、
本
所
、
深
川
が
襲
わ
れ
る
の
も
橋
の
上
か
ら
見

た
。
三
三
四
機
（
米
軍
発
表
）
は
、
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
の
交
錯
の
中

に
、
青
白
く
、
ひ
と
つ
な
ぎ
の
帯
の
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
帯
か

ら
無
数
の
火
の
粉
の
よ
う
な
も
の
が
、
剥
が
れ
落
ち
て
行
っ
た
。

や
が
て
闇
の
底
か
ら
赤
い
炎
が
噴
き
あ
が
っ
た
。

神
保
町
界
隈
の
空
が
赤
く
染
ま
っ
た
夜
は
、
ひ
と
り
で
坂
を
駆

け
下
り
た
。
二
骨
は
小
学
校
の
同
級
生
の
家
が
集
ま
っ
て
い
る
。

瀬
戸
物
屋
の
店
内
に
炎
が
渦
巻
き
、
陶
器
の
爆
ぜ
る
鋭
い
音
が
響

い
て
い
た
。
同
級
生
の
家
で
あ
る
。
あ
た
り
に
人
影
は
な
く
、
無

人
の
世
界
に
、
家
だ
け
が
軒
を
連
ら
ね
て
火
を
噴
い
て
い
た
。

駿
河
ム
ロ
で
焼
け
出
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
、
一
種
の
う
し
ろ
め

た
さ
が
残
る
。
三
月
一
〇
日
の
被
災
の
写
真
を
後
年
見
た
と
き
に

も
、
居
た
た
ま
れ
な
い
思
い
が
あ
っ
た
。
ナ
ガ
サ
キ
の
少
年
の
写

真
を
見
て
呆
然
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
炭
化
し
た
足
先
は
粉
に



な
っ
て
崩
れ
て
い
た
。

塩
　
　
　
田

愛
知
県
南
部
の
三
河
湾
に
沿
っ
て
、
吉
良
（
き
ら
）
と
い
う
半

農
半
漁
の
町
が
あ
る
。
付
近
の
小
高
い
山
か
ら
昔
、
雲
母
（
き
ら

ら
）
　
や
石
英
が
採
れ
た
の
が
地
名
の
由
来
だ
と
い
う
。

内
陸
へ
向
っ
て
水
田
や
畑
が
拡
が
り
、
一
帯
が
、
忠
臣
蔵
で
有

名
な
吉
良
上
野
介
の
領
地
で
あ
っ
た
。
地
続
き
に
西
尾
と
い
う
小

さ
な
町
が
あ
っ
て
、
母
親
の
生
地
で
あ
る
。
両
親
と
三
人
で
た
ど

り
つ
い
た
の
は
、
六
月
に
入
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。

前
年
の
三
月
に
共
立
を
出
た
姉
が
、
地
元
の
女
学
校
に
教
職
の

ロ
を
得
て
、
妹
と
弟
を
連
れ
一
足
先
に
疎
開
し
て
い
た
。
家
族
六

人
が
一
年
ぶ
り
に
再
会
し
た
こ
と
に
な
る
。
父
親
は
勤
め
が
あ
る

の
で
東
京
へ
戻
っ
た
。

麦
秋
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
西
尾
中
学
の
二
年
生
に
転
入
す

る
と
、
待
っ
て
い
た
の
は
授
業
で
は
な
く
て
麦
刈
り
で
あ
っ
た
。

出
征
兵
士
の
留
守
宅
の
応
援
で
あ
る
。

夏
に
な
る
と
、
電
車
で
吉
良
の
塩
田
へ
通
う
こ
と
に
な
っ
た
。

暖
か
い
内
海
で
の
製
塩
の
歴
史
は
古
い
。
吉
良
と
対
立
し
て
い

た
赤
穂
も
そ
う
だ
し
、
仙
台
近
く
の
塩
釜
と
い
う
地
名
に
も
そ
の

名
残
り
が
あ
る
。
西
尾
も
、
昔
は
煮
塩
と
書
い
た
。

吉
良
駅
で
降
り
て
二
〇
分
ほ
ど
歩
く
と
堤
防
に
ぶ
つ
か
る
。
堤

防
の
外
へ
一
画
、
高
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
外
壁
に
守
ら
れ
て
塩
田

が
あ
っ
た
。

堤
防
か
ら
見
下
ろ
す
光
景
は
、
文
字
ど
お
り
塩
造
り
の
田
ん
ぼ

で
あ
る
。
四
角
い
形
が
整
然
と
並
び
、
溝
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。
稲

田
と
違
い
、
塩
田
を
埋
め
て
い
る
の
は
砂
で
あ
り
、
溝
に
は
外
壁

の
穴
か
ら
取
り
入
れ
る
海
水
が
、
静
か
に
流
れ
て
い
た
。

夏
の
陽
ざ
し
が
海
水
を
蒸
発
さ
せ
、
塩
の
結
晶
が
砂
粒
を
包
む
。

そ
の
砂
粒
を
フ
ル
イ
に
盛
り
、
上
か
ら
海
水
を
掛
け
て
結
晶
を
溶

か
す
。
濃
い
塩
水
が
瓶
（
か
め
）
　
に
垂
れ
落
ち
て
来
る
。

濃
く
重
い
塩
水
を
桶
に
汲
み
、
天
秤
棒
で
肩
に
か
つ
ぎ
、
堤
防

の
小
屋
ま
で
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
運
ぶ
。
鉄
の
釜
に
移
し
、
煮
詰
め

る
。
苦
汁
（
に
が
り
）
を
含
ん
だ
租
塩
（
あ
ら
じ
お
）
が
出
来
る
。

理
屈
は
簡
単
だ
が
、
中
二
の
細
い
体
に
は
か
な
り
の
重
労
働
で

あ
っ
た
。
お
ま
け
に
、
毎
日
の
よ
う
に
グ
ラ
マ
ン
機
が
頭
上
を
か
す
め
た
。

内
陸
の
飛
行
機
工
場
を
襲
う
の
で
あ
る
。

魚
網
の
切
れ
端
に
、
堤
防
の
夏
草
を
た
っ
ぷ
り
し
ば
り
つ
け
、

珍
妙
な
頭
巾
を
つ
く
る
。
爆
音
が
聴
こ
え
て
来
る
と
、
そ
れ
を
か

ぶ
っ
て
砂
の
上
に
伏
せ
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
顔
が
見
え
る
ほ
ど
の

低
空
で
あ
っ
た
。
工
場
で
は
、
姉
が
担
任
す
る
西
尾
女
学
校
の
生

徒
に
犠
牲
者
が
出
た
。

間
の
抜
け
た
よ
う
な
田
園
の
風
景
に
、
恐
怖
が
同
居
し
て
い
た
。

八
月
一
五
日
ま
で
、
そ
れ
が
続
い
た
。

正
午
の
放
送
は
、
手
近
か
に
ラ
ジ
オ
が
な
い
の
で
吉
良
駅
ま
で

歩
い
た
。
白
い
サ
ラ
シ
の
六
尺
フ
ン
ド
シ
に
ワ
ラ
ぞ
う
り
で
あ
る
。

重
大
放
送
だ
と
い
う
の
で
半
袖
シ
ャ
ツ
を
肩
に
掛
け
た
。

．
「
］
－
ヨ
コ
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放
送
は
、
駅
が
拡
声
器
で
流
し
た
。
耳
な
れ
な
い
言
葉
が
並
び
、

お
ま
け
に
雑
音
が
ひ
ど
い
。
教
師
に
聞
い
て
も
要
領
を
得
な
い
。

無
条
件
降
伏
の
報
だ
と
は
誰
ひ
と
り
気
づ
か
な
か
っ
た
。

夏
　
祭
　
り

年
が
明
け
（
二
一
年
）
、
中
三
に
な
っ
て
か
ら
す
こ
し
ず
つ
勉
強

に
身
が
入
っ
た
。
数
学
、
物
理
、
化
学
な
ど
の
理
科
系
の
科
目
に

興
味
が
あ
っ
た
。

夏
休
み
に
入
り
、
近
在
の
祭
り
が
復
活
し
た
。
一
〇
人
ほ
ど
の

気
の
合
っ
た
友
達
が
、
順
々
に
そ
れ
ぞ
れ
の
夏
祭
り
に
招
き
合
っ

た
。
数
人
の
教
師
が
合
流
し
た
。
東
大
哲
学
科
出
身
の
徴
兵
忌
避

者
や
名
大
を
出
て
三
菱
重
工
で
飛
行
機
の
設
計
を
し
て
い
た
男
な

ど
個
性
豊
か
な
人
た
ち
で
あ
る
。

酒
盛
り
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
誰
や
ら
が
ド
ブ
ロ
ク
と
イ
モ
焼

酎
を
持
参
し
た
。
食
べ
る
も
の
は
、
行
く
先
々
の
母
親
の
手
料
理

で
あ
っ
た
。
都
会
で
は
考
え
ら
れ
な
い
状
景
で
あ
る
。
酒
宴
の
合

間
に
、
知
ら
な
か
っ
た
戦
争
の
知
識
を
教
師
た
ち
か
ら
得
た
。
夏

祭
り
が
終
戦
祝
賀
会
で
あ
っ
た
。

〓
高
水
泳
部

昭
和
二
二
年
（
中
四
）
　
の
暮
、
思
わ
ぬ
こ
と
が
起
き
た
。
父
親

が
急
逝
し
た
の
で
あ
る
。
満
五
〇
才
寸
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

翌
二
三
年
春
に
は
旧
制
高
校
の
受
験
が
控
え
て
い
る
。
迷
っ
た

あ
げ
く
「
受
け
て
見
た
ら
」
　
の
母
親
の
三
一
口
で
踏
み
切
っ
た
。

幸
い
旧
制
一
高
の
理
科
乙
類
（
医
学
部
コ
ー
ス
）
に
四
修
で
合

格
で
き
た
。
全
寮
歓
迎
コ
ン
パ
の
と
き
、
五
中
一
A
の
同
級
生
、
山

崎
圭
次
郎
（
東
大
名
誉
教
授
）
と
再
会
し
た
。
工
藤
敦
夫
（
元
法

制
局
長
官
）
　
が
い
た
こ
と
は
後
で
知
っ
た
。

合
格
発
表
の
と
き
、
背
の
ヒ
ョ
ロ
長
い
男
が
中
背
の
二
人
と
共

に
声
を
か
け
て
来
た
。
丸
刈
り
の
無
帽
だ
っ
た
が
、
汚
い
マ
ン
ト

を
は
お
っ
て
異
容
で
あ
る
。
水
泳
部
の
勧
誘
で
あ
っ
た
。
西
尾
ま

で
ハ
ガ
キ
が
追
い
か
け
て
来
た
。

ヒ
ョ
ロ
長
か
っ
た
人
物
は
、
旧
制
医
学
部
に
二
番
で
入
っ
た
秀

才
で
、
都
心
の
大
き
な
病
院
を
再
建
し
、
名
誉
院
長
に
な
っ
た
今

も
肥
体
を
持
て
余
し
な
が
ら
内
科
外
来
で
活
躍
し
て
い
る
。
私
も

女
房
も
長
く
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
後
年
、
一
A
の
井
上
喜
美

雄
が
、
そ
の
病
院
で
人
間
ド
ッ
ク
の
非
常
勤
医
師
に
な
っ
た
。

ヒ
ョ
ロ
長
か
っ
た
人
物
と
同
じ
三
年
生
で
あ
っ
た
今
井
敬
さ
ん

が
、
今
の
経
団
連
会
長
で
あ
る
。
酒
の
入
っ
た
コ
ン
パ
の
あ
と
数

人
で
、
混
み
入
っ
た
ク
イ
ズ
を
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
解
い
て
い
た
。
や
が

て
謎
が
解
け
私
た
ち
は
散
り
か
け
た
。
一
人
だ
け
動
か
な
い
男
が

い
る
。
わ
き
か
ら
「
何
だ
今
井
、
ま
だ
分
か
ん
な
い
の
か
」
と
、
か

ら
か
う
声
が
飛
ん
だ
。
新
入
生
が
敬
遠
す
る
四
年
生
（
留
年
）
で
、

水
泳
部
の
主
で
あ
る
。

今
井
さ
ん
は
四
年
生
に
顔
を
向
け
「
違
う
よ
。
解
を
文
章
で
書

く
と
ど
う
な
る
か
を
考
え
て
い
る
ん
だ
」
と
静
か
に
言
っ
た
。
四

年
生
は
鼻
白
み
、
私
達
の
足
も
と
ま
っ
た
。
思
い
も
か
け
な
い
発

想
で
あ
っ
た
。



本
格
的
な
水
泳
の
練
習
が
始
ま
り
、
六
月
に
入
り
体
の
異
常
を

覚
え
た
。
夜
は
寝
汗
を
か
き
出
し
た
。
肺
結
核
で
あ
る
。
医
師
の

指
示
で
、
愛
知
県
へ
帰
省
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

再
　
　
　
会

二
尚
に
入
っ
た
春
、
渋
谷
の
ハ
チ
公
の
島
に
　
「
社
会
党
公
認
・

成
田
喜
英
」
の
ノ
ポ
リ
を
見
て
混
乱
し
た
。
初
め
て
の
東
京
都
教

育
委
貞
の
公
選
で
あ
る
。
成
田
さ
ん
は
二
位
で
当
選
し
て
い
る
。

昭
和
二
一
年
の
夏
休
み
に
上
京
し
、
雉
司
ケ
谷
の
成
田
さ
ん
宅

を
訪
ね
た
。
手
巻
き
煙
草
を
く
ゆ
ら
す
成
田
さ
ん
の
口
か
ら
、
思

い
が
け
な
い
言
葉
が
出
た
。

「
君
は
今
度
の
戦
争
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
」

中
学
一
年
の
私
た
ち
は
、
軍
人
勅
諭
を
読
ま
さ
れ
、
木
銃
を
片

手
に
ホ
フ
ク
前
進
を
校
庭
で
強
い
ら
れ
た
。
現
役
の
青
年
将
校
が

配
属
さ
れ
、
校
長
よ
り
先
に
朝
礼
の
訓
示
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

あ
る
朝
、
A
組
の
数
人
が
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
し
て
教
室
に
残
っ

た
。
私
も
便
乗
し
た
。
不
意
に
戸
が
あ
き
、
蒼
白
な
顔
の
成
田
さ

ん
が
踏
み
込
ん
で
来
た
。

「
君
た
ち
は
い
っ
た
い
何
を
し
て
い
る
ん
だ
」

あ
る
日
の
授
業
に
、
成
田
さ
ん
が
白
い
和
紙
を
丸
め
て
持
参
し

た
。
延
ば
し
て
鋲
で
黒
板
に
と
め
た
。
数
十
人
も
の
墨
の
署
名
が

並
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
赤
黒
い
血
液
の
指
紋
が
あ
っ
た
。
軍
需

動
員
さ
れ
て
い
る
、
上
級
生
た
ち
か
ら
の
　
「
倣
」
　
で
あ
る
。

八
月
一
五
日
を
、
小
学
校
か
ら
大
学
に
至
る
ま
で
、
教
職
に
い

た
人
た
ち
は
ど
う
い
う
気
持
ち
で
迎
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

成
田
さ
ん
は
生
徒
に
対
し
「
お
前
呼
ば
わ
り
」
は
し
な
か
っ
た

し
、
手
を
挙
げ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
社
会
党
へ
の
転
身
は
誠
実

さ
の
表
現
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
年
、
高
校
数
師
に
な
っ
た
私
も
、

も
し
戦
争
中
だ
っ
た
ら
と
考
え
る
と
言
葉
を
失
う
。

そ
れ
に
し
て
も
「
君
は
今
度
の
戦
争
を
ど
う
思
う
か
」
の
二
言

は
、
酷
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
、
自
分
の
頭
で
物
事
を
判
断
す
る

こ
と
を
長
い
間
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

療
養
そ
し
て
大
学

以
下
年
譜
風
に
。

昭
和
二
三
年
六
月
、
療
養
生
活
。
健
康
保
険
な
く
医
者
に
か
か

れ
ぬ
。
ブ
ラ
ブ
ラ
す
る
の
み
。
卵
だ
け
は
安
く
て
豊
富
。

夏
、
一
高
事
務
局
か
ら
通
知
が
届
く
。
二
年
生
以
上
は
旧
制
の

ま
ま
、
一
年
生
は
翌
年
発
足
す
る
新
制
大
学
を
受
験
せ
よ
。
G
H

Q
の
指
示
。
戦
争
中
も
戦
後
も
、
権
力
は
理
不
尽
な
り
。

九
月
と
翌
年
三
月
、
微
熱
を
押
し
て
上
京
、
定
期
試
験
を
受
け

る
。
一
年
修
了
な
し
に
は
新
制
大
学
の
受
験
資
格
を
失
な
う
。

二
四
年
春
、
新
制
大
学
。
受
け
る
体
力
も
気
力
も
な
い
。
疲
労

感
甚
だ
し
く
、
荷
物
は
寮
に
置
い
て
帰
省
。
療
養
生
活
に
戻
る
。

二
四
年
夏
、
世
情
騒
然
。
国
鉄
の
リ
ス
ト
ラ
を
め
ぐ
り
怪
事
件

つ
づ
く
。
下
山
総
裁
の
怪
死
。
三
鷹
駅
で
の
無
人
電
車
暴
走
。
福

島
県
松
川
地
区
で
の
貨
物
列
車
脱
線
転
覆
。

帝
銀
事
件
の
余
韻
、
収
ま
ら
ず
。
前
二
三
年
一
月
事
件
発
生
、
一



二
月
、
北
海
道
で
容
疑
者
平
沢
逮
捕
。

こ
れ
ら
四
事
件
、
後
年
、
松
本
清
張
が
「
日
本
の
夜
と
霧
」
で

分
析
。
ア
メ
リ
カ
C
I
A
説
に
説
得
力
あ
り
。
五
〇
年
経
過
。
ア

メ
リ
カ
政
府
は
情
報
公
開
す
る
や
否
や
。

父
親
の
死
に
伴
い
経
済
逼
迫
、
肺
結
核
、
旧
制
か
ら
新
制
へ
の

強
引
な
切
換
え
。
翻
弄
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ぶ
。
左
翼
の
影
響
受

け
る
。昭和
二
五
年
春
、
新
制
東
大
合
格
。
文
科
一
類
（
法
・
経
）
。
「
資

本
論
」
念
頭
に
あ
り
。
駒
場
の
同
じ
ク
ラ
ス
で
一
A
の
助
川
精
一

と
再
会
。

メ
ー
デ
ー
事
件

二
五
年
夏
、
「
代
々
木
」
に
「
入
党
」
。
後
年
、
「
日
本
共
産
党
」

に
激
し
い
嫌
悪
感
。

昭
和
二
七
年
五
月
一
日
、
い
わ
ゆ
る
「
血
の
メ
ー
デ
ー
事
件
」
で

逮
捕
・
起
訴
。
小
菅
拘
置
所
へ
。

拘
禁
者
に
は
一
日
一
時
間
の
運
動
あ
り
。
「
特
殊
犯
」
は
屋
上
。

最
初
の
日
、
帝
銀
・
平
沢
、
三
鷹
・
竹
内
と
会
い
驚
く
。

平
沢
、
霜
降
り
の
詰
襟
服
。
後
手
を
組
み
、
悠
然
と
近
付
く
。
私

た
ち
一
〇
人
ほ
ど
の
わ
き
を
通
り
過
ぎ
ざ
ま
三
一
馬
「
ア
イ
ロ
ニ
ー

の
ロ
は
、
R
だ
っ
た
か
L
だ
っ
た
か
な
あ
」
。
平
沢
に
と
っ
て
何
が

I
R
O
N
Y
な
の
か
。
毒
気
に
当
て
ら
れ
る
。

竹
内
、
高
い
金
網
塀
の
裾
に
蜘
妹
の
よ
う
に
し
が
み
つ
き
、
中

庭
を
見
下
ろ
す
。
一
般
囚
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
。
脳
腫

瘍
の
徴
候
あ
り
し
か
。

昭
和
二
八
年
三
月
一
〇
日
、
保
釈
。
タ
バ
コ
美
味
な
り
。
十
ケ

月
ぶ
り
。

二
八
年
四
月
か
ら
二
九
年
一
二
月
ま
で
、
常
任
（
職
業
）
革
命

家
を
強
い
ら
れ
る
。
僅
か
な
給
料
。
朝
食
は
記
憶
無
し
。
昼
食
は

コ
ッ
ペ
パ
ン
ひ
と
つ
、
夕
食
は
ラ
ー
メ
ン
。
や
が
て
意
見
の
対
立

か
ら
「
右
翼
日
和
見
主
義
者
」
と
し
て
「
活
動
停
止
処
分
」
。

「
脱
党
届
」
受
理
さ
れ
ず
。
労
働
者
・
農
民
出
身
の
幹
部
養
成
が

唱
導
さ
れ
る
。
大
学
生
に
は
陰
湿
な
差
別
あ
り
。
ス
パ
イ
容
疑
で

軟
禁
さ
れ
た
学
友
二
人
。

昭
和
三
〇
年
一
月
。
代
々
木
中
央
、
「
極
左
冒
険
主
義
の
全
面
的

自
己
批
判
」
と
　
「
被
処
分
者
の
名
誉
回
復
」
を
発
表
。

怒
り
と
虚
脱
感
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
の
追
討

ち
。
代
々
木
解
体
状
態
。
し
ば
ら
く
睡
眠
薬
を
手
放
せ
ぬ
。

文
　
学
　
へ

私
を
救
っ
て
く
れ
た
の
は
文
学
で
あ
る
。
椎
名
麟
三
、
武
田
泰

淳
、
梅
崎
春
生
、
埴
谷
雄
高
と
い
っ
た
人
た
ち
か
ら
得
た
も
の
は

測
り
知
れ
な
い
。
二
八
才
に
な
っ
て
始
め
て
、
人
間
・
社
会
を
見

る
新
し
く
、
異
質
な
眼
を
得
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
、
小

説
を
読
み
ふ
け
っ
た
。

昭
和
三
三
年
三
月
、
東
大
法
学
部
政
治
学
科
を
卒
業
。
駒
場
か

ら
八
年
在
籍
。
依
然
ア
ル
バ
イ
ト
。

昭
和
三
四
年
春
、
原
水
協
（
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
）
国
際



部
に
就
職
。
一
六
頁
建
て
の
英
文
月
刊
誌
「
ノ
ー
・
モ
ア
・
ヒ
ロ

シ
マ
ズ
」
　
の
編
集
に
携
わ
る
。
千
二
百
部
刷
り
、
世
界
各
国
の
反

核
団
体
に
送
る
。

昭
和
三
五
年
。
い
わ
ゆ
る
六
〇
年
安
保
。
騒
乱
罪
被
告
の
立
場

を
考
え
、
国
会
へ
近
寄
ら
ず
。
下
宿
で
ラ
ジ
オ
を
聴
き
つ
づ
け
る
。

女
子
学
生
の
死
を
知
る
。

昭
和
三
六
二
二
七
年
。
社
共
の
対
立
に
嫌
気
が
さ
し
、
学
士
入

学
。
東
大
英
文
科
を
聴
講
し
て
教
員
免
許
を
取
る
。
満
三
〇
才
。

一
〇
才
近
く
も
年
下
の
女
子
学
生
の
多
い
の
に
戸
惑
う
。

昭
和
三
人
年
。
ツ
テ
が
あ
り
、
秘
か
に
某
私
立
高
校
の
英
語
の

教
師
に
な
る
。

昭
和
四
四
年
。
メ
ー
デ
ー
事
件
、
無
罪
判
決
。
な
ん
と
一
七
年

か
か
っ
た
。
一
審
だ
け
で
は
史
上
最
長
で
あ
る
。
長
い
と
言
え
ば

確
か
に
長
す
ぎ
た
。
翌
年
、
三
島
が
自
殺
し
て
い
る
。

往
事
茫
茫

た
く
さ
ん
の
作
家
に
触
れ
て
来
た
。
一
時
期
は
小
説
な
ど
も
書

い
て
み
た
が
、
吉
行
淳
之
介
の
散
文
に
会
い
「
読
者
」
に
廻
っ
た
。

つ
い
で
な
が
ら
、
吉
行
は
、
世
に
言
う
単
な
る
エ
ロ
作
家
で
は
な

い
。
戦
後
最
高
の
散
文
を
練
り
上
げ
た
、
多
才
な
一
流
作
家
で
あ

る
。
「
ヴ
ェ
ニ
ス
・
光
と
影
」
、
「
夕
暮
れ
ま
で
」
、
「
目
玉
」
な
ど
の

文
章
は
絶
品
で
あ
る
。

高
校
教
師
の
三
十
余
年
は
語
る
に
長
す
ぎ
る
。
二
年
早
く
、
六

三
才
で
退
職
し
年
金
生
活
に
入
っ
た
。

心
身
の
老
化
は
避
け
が
た
い
。
総
じ
て
今
は
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト

と
い
う
べ
き
か
。
好
き
な
作
家
を
読
み
返
し
、
英
語
の
歴
史
と
語

源
を
調
べ
な
お
し
、
ス
ペ
イ
ン
語
を
か
じ
る
。
立
命
館
大
学
名
誉

教
授
の
白
川
静
さ
ん
に
啓
発
さ
れ
、
漢
字
の
起
源
に
興
味
を
抱
い

て
い
る
。
「
自
」
と
い
う
字
が
、
シ
ャ
レ
コ
ウ
ベ
の
象
形
文
字
（
三

五
〇
〇
年
前
）
　
だ
と
知
っ
て
驚
い
た
。

日
本
も
世
界
も
、
見
当
の
つ
か
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
埴

谷
雄
高
が
数
年
前
「
人
類
は
、
少
し
良
い
こ
と
を
し
て
、
た
く
さ

ん
悪
い
こ
と
を
し
て
来
た
。
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
し
ょ
う
ね
」
と

語
っ
た
の
が
印
象
深
い
。
華
麗
な
彫
刻
に
飾
ら
れ
た
ギ
リ
シ
ャ
・

ロ
ー
マ
の
歴
史
も
、
裏
面
は
、
侵
略
、
殺
り
く
、
略
奪
、
レ
イ
プ

に
満
ち
満
ち
て
い
る
。

日
本
人
も
巻
き
込
ま
れ
た
五
〇
年
前
の
戦
争
に
つ
い
て
も
、
い

わ
ゆ
る
左
右
の
偏
見
を
避
け
、
客
観
的
な
歴
史
的
事
実
と
し
て
と

ら
え
る
に
は
、
あ
と
半
世
紀
が
必
要
だ
ろ
う
か
。

世
界
は
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
族
と
漢
民
族
の
対
暗
が
主
軸
と

な
っ
て
い
る
。
日
本
国
内
は
ど
う
表
現
し
た
ら
よ
い
の
か
。
こ
れ

か
ら
の
一
世
紀
、
権
力
は
、
両
手
で
砂
を
す
く
う
だ
け
で
な
く
、
指

の
聞
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
庶
民
に
眼
を
向
け
る
だ
ろ
う
か
。

行
手
は
霧
、
往
事
は
茫
茫
、
平
沢
の
言
う
よ
う
に
ア
イ
ロ
ニ
ー

と
で
も
言
う
と
こ
ろ
か
。
　
　
　
　
（
一
九
九
九
・
一
一
二
二
〇
）


